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協
会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て
。

都
合
に
よ
り
出
席
者
名
を
省
略

)

●
昭
和

五
十
七
年
九
月
十

一
日

(土
)

常
務
理
事
会

主
な
議
題

一
、
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
実
施
報
告

二
、
精
進
川
保
安
林

の

一
部
解
除

三

、
道

々
士
幌
然
別
湖
線

●
十
月
十
七
日

(
日
)

自
然
観
察
会

場
所

石
狩
湾
新
港

講
師

・
森
田
弘
彦
氏

(植
物

)

参
加
者
+

一
名

●
十
月

二
十
六
日

(火
)

常
務
理
事
会

・王
な
議
題

一
、
知
床
横
断
道
路
に
係
る
自
然
環
境
保
全
緊

急
対
策
調
査

二
、
精
進
川
保
安
林

の

一
部
解
除

三
、
日
高
横
断
道
路

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

●
十

二
月

五
日

(
日
)

自
然
観
察
会

場
所

ウ
ト
ナ
イ
湖

講
師

・
島
田
明
英

(鳥

)

参
加
者

二
十

二
名

●
十

二
月
九
日

(木

)

常
務
理
事
会

主
な
議
題

一
、
横
津
岳
北
斜
面
状
況
調
査
の
受
託

二
、
道

々
士
幌
然
別
湖
線
に
対
す

る
道
庁
道
路

課
と
の
打
合

三
、
昭
和
五
十
八
年
度
自
然
観
察
指
導
員

の
講

習
会

四
、
自
然
観
察
会

の
開
催

五
、
道
庁
自
然
保
護
課
の
監
査

六
、
北
電
富
村
発
電
所
野
兎
防
除
対
策
業
務

の

受
託

七
、
事
務
局
長
退
職
に

つ
い
て

●
昭
和

五
十
八
年

一
月
十
九
日

(
水
)

常
務
理
事
会

・王
な
議
題

一
、
道
庁
自
然
保
護

課
の
監
査
結
果

二
、
横
津
岳
北
斜
面
状
況
調
査

の
見
積

三
、
昭
和
五
十
八
年
度
自
然
観
察
指
導
員
講
習

会

の
日
程
お
よ
び
道
庁

へ
の
助
成
金
依
頼

四
、
知
床
横
断
道
路

に
係
る
自
然
環
境
保
全
緊

急

対
策
調
査

の
と
り
ま
と
め

五
、
会
誌
第
二
十
二
号

の
作
成

の
進
捗
状
況

六
、
財
政
状
況
に

つ
い
て

七
、
事
務
局
長
人
事

に
つ
い
て

●
二
月
十
九
日

(土
)

常
務
理
事
会

・王
な
議

題

一
、
第
八
十
八
回
理
事
会

に
提
出

の
議

題

●
二
月
十
九
日

(
土
)

第

八
十
八
回
理
事
会

主
な
議
題

一
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
経
過
報
告

二
、
昭
和
五
十
七
年
度
決
算

(
五
十
八
年

一
月

末
現
在
)
報
告

三
、
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画

(案

)

四
、
事
務
局
長
人
事

に

つ
い
て

五
、
新
入
会
員

の
承
認

に
つ
い
て

六
、
広
報
活
動
に

つ
い
て

●
三
月
十
四
日

(月
)

常
務
理
事
会

・王
な
議
題

六 五 四 三 ニ ー

横
津
岳
北
斜
面
状
況
調
査

の
受
託

自
然
観
察
指
導
貝
講
習
会

の
後
援
依
頼

会
誌
第

二
十
二
号
の
増

版

講
演
会

の
開
催

エ
ゾ
ラ
イ
チ

ョ
ウ
の
保
護

総
会

の
謂
崔

こ
つ
ハ
て

●
四
月
二
十
七
日

(
水
)

常
務
理
事
会

主
な
議
題

一
、
旅
費
規
定

の

一
部
改

正
お
よ
び
規
定

の
運

用
二
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算

報
告

三
、
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

計
画

●
五
月

二
十
八
日

(土
)

第

八
十
九
回
理
事
会

主
な
議
題

一
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
決
算

報
告

二
、
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計

画
お
よ

び
予
算

計
画

三
、
旅
費
規
定

の

一
部
改
正
お
よ

び
規
定
の
運

用
四
、
新
入
会
員

の
承
認
に

つ
い
て

●
五
月

二
十

八
日

(
土
)

通
常
総
会

・王
な
議
題

一
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告

二
、
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

計
画

1・



灘
燗
北
海
道
自
然
保
護
協
会

昭
和
五
十
入
年
度
通
常
総
会
要
録

成
立

日
時

決 算 報 告(昭 和57年4月1日 か ら昭和58年3月31日)

一般 会計1.

昭
和

五
十
八
年
五
月
二
十
八
日
(土
)

午
後

二
時
五
分
～
三
時
二
〇
分

場
所

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
十
三
丁
目

札
幌
市
教
育
文
化
会
館
大
研
修
室

議
長

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

基本財産運用収入 109,470 管 理 費 4,177,196

基本財産利息収入 109,470 給 料 手 当 2,477,910

会 費 収 入 4,356,000 福 利 厚 生 費 209,782

個 人 会 費 収 入 1,436,000 会 議 費 46,905

団 体 会 費 収 入 2,920,000 旅 費 交 通 費 199,710

事 業 収 入 2,025,600 通 信 運 搬 費 186,080
一 般 事 業 収 入 2,025,600 消 耗 品 費 86,180

寄 付 金 収 入 41,260 印 刷 製 本 費 0

寄 付 金 収 入 41,260 燃 料 費 56,447

雑 収 入 268,592 光 熱 水 料 費 32,394

受 取 利 息 50,682 賃 借 料 460,778

雑 収 入 217,910 租 税 公 課 7,500

繰 入 金 収 入 91,308 諸 会 費 32,500

特別会計繰 入金 91,308 図 書 資 料 費 0

積立預金取崩収入 340,000 支 払 手 数 料 550

退職給与取崩収入 340,000 雑 費 18,460

前期繰越収支差額 298,763 退 職 金 362,000

前期繰越収支差額 298,763 一 般 事 業 費 2,447,095

独 自調査事業 費 0

繰 入 金 支 出 300,000

積 立 預 金 支 出 464,000

減価償却積立預金 315,950

退職給与積立預金 148,050

次期繰越収支差額 142,702

次期繰越収支差額 142,702

収 入 合 計 7,530,993 支 出 合 計 7,530,993

会
員
総
数
八
〇
三
名

の
う
ち
四
二
名

が
出
席
、
委
任
状
三
八
七
名
を
合
わ

せ
て
四
二
九
名

と
な
り
、
全
会
員

の

過
半
数
を
超

え
総
会
は
成

立
。

定
款
第
十
七
条

に
よ
り
進
藤

勉
氏

が
議
長
と
な
り
、
総
会
議
事
運
営
規

定

に
よ
り
、
今
村
朋
信
、
長
谷
川
雄

特別会計2.

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

事 業 収 入
調 査 事 業 収 入

雑 収 入
受 取 利 息

8,983,000

8,983,000

17,591

17,591

調 査 事 業 費

管 理 費
繰 入 金 支 出
一般会計繰入金支出

6,924,800

1,984,483

91,308

91,308

収 入 合 計 9,000,591 支 出 合 計 9,000,591
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議
事

七

の
両
氏

が
資
格
審
査

・
議
事
運
営

委
員
会
委
員

に
、
成
瀬
廉
二
氏
が
総

会
書
記

に
、
そ
し

て
、
俵

浩
三
、

紺
谷
友

昭
の
両
氏

が
議
事
録
署
名
人

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
た
。

議
案
第

一
号

「
昭
和
五
十
七
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
」

事
務
局
長

よ
り

の
内
容
説
明
の
あ
と
、

及
川
敬

一
監
事

が
監
査
結
果
を
報
告
、

満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号

「昭
和
五
十
八
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
計
画
」

事
務
局
長
よ
り

の
内
容
説
明
の
あ
と

満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

会

長

挨

拶八

木

健

三
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さ
わ
や
か
な
新
緑

か
お
る
本
日
、
総
会

の
た

め
に
多
数

ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
昨
年
は
ナ
イ

ロ
ビ
に
お

い

て
国
際
環
境
会
議

が
も
た
れ
、
と
く
に
世
界

の

砂
漠
化
防
止
に
力
点

が
お
か
れ
た
討
議

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
方

、
国
内
に
お

い
て
は
大
石
武

一
氏
ら
の
提
唱
に
よ
り
、

「
緑
の
地
球
防
衛
基

金
」
が
発
足
し
、
早
速
、
国
際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

が
開
催
さ
れ
て
森
林
保
護

の
急
務

が
叫
ば
れ
ま

し
た
。

2・



予 算 計 画(昭 和58年4月1日 か ら昭和59年3月31日)

一般 会計1.

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額
基本財産運用収入 126,500 管 理 費 3,684,000

基本財産利息収入 126,500 給 料 手 当 2,000,000

会 費 収 入 4,650,000 福 利 厚 生 費 130,000

個 人 会 費 収 入 1,700,000 会 議 費 88,000

団 体 会 費 収 入 2,950,000 旅 費 交 通 費 643,000

事 業 収 入 3,000,000 通 信 運 搬 費 130,000
一 般 事 業 収 入 3,000,000 消 耗 品 費 60,000

寄 付 金 収 入 40,000 印 刷 製 本 費 20,000

寄 付 金 収 入 40,000 燃 料 費 60,000

雑 収 入 232,106 光 熱 水 料 費 30,000

受 取 利 息 50,000 賃 借 料 460,000

雑 収 入 182,106 租 税 公 課 10,000

繰 入 金 収 入 0 諸 会 費 36,500

特別会計繰 入金 0 図 書 資 料 費 10,000

前期繰越収支差額 51,394 支 払 手 数 料 1,500

前期繰越収支差額 51,394 雑 費 5,000
一 般 事 業 費 3,100,000

独 自調査事業 費 100,000

繰 入 金 支 出 400,000

積 立 預 金 支 出 816,000

減価償却積立預金 316,000

退職給与積立預金 500,000

次期繰越収支差額 0

次期繰越収支差額 0

収 入 合 計 8,100,000 支 出 合 計 8,100,000

2.特 別会 計

受託 調査 等特 別会 計

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

事 業 収 入
調 査 事 業 収 入

15,000,000

15,000,000

事 業 費
調 査 事 業 費
管 理 費

繰 入 金 支 出
一般会計繰入金支出

15,000,000

11,300,000

3,700,000

0

0

収 入 合 計 15,000,000 支 出 合 計 15,000,000

出版事業特別会計

収 入 の 部 支 出 の 部

勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

事 業 収 入
出 版 事 業 収 入

1,220,000

1,220,000

事 業 費
製 作 費
管 理 費

1,220,000

1,100,000

120,000

収 入 合 計 1,220,000 支 出 合 計 1,220,000

ま
た
、
北
海
道

に
お
き
ま
し
て
も

「
知
床

一

〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
運
動
」

の
中
心

・
斜
里
町

に
お
い
て
、
わ
が
国

で
最
初

の

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
ラ

ス
ト
に
関
す
る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年

は
故

・
前
田
光
子

氏
が
広
大
な
阿
寒
湖
周
辺
の
山
林
を
も
と
に
財

団
法
人

「前

田

一
歩
園
財
団
」
を
設
立
さ
れ
、

自
然
保
護
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た

こ
と
は
皆

様

の
記
憶

に
新

た
な
と

こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、

「釧
路
湿
原

の
国
立
公
園
構
想
」
も
大
き

く
と
り
あ
げ
ら
れ
よ
う

と
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
中

で
、
当
協
会

の
活
動

を

ふ
り
か
え

る
と
と
も
に
、
本
年

の
活
動
を
展

望
し
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
会
誌

「
北
海
道

の
自

然
L
第

二
二
号

「湿

原
特
集
」

の
成
功

が
あ
げ

ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
第
二

一
号

「火
山
特

集
」
は
二
〇
〇
〇
部
印
刷
し
た
も
の
が
、
す

っ

か
り
な
く
な

っ
て
し

ま

い
ま
し
た
が
、
「
湿
原
特

集
」
は
三
〇
〇
〇
部

の
う
ち
、
す

で
に
二
四
〇

〇
部

が
消
化
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ

い
ま

は
第
二

三
号

「
野
生
動
物
特
集
」
を
編
集
中

で
あ
り
ま

す
が
、

こ
れ
も
皆
様

に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
も

の
に
し
た

い
と
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
中
標
津
町
養
老

牛
で
開
催
さ
れ
た
自

然
観
察
指
導
員
講
習
会
も
、
日
本
自
然
保
護
協

会
と
土
ハ
催
し
、
北
海
道

・
北
海
道
教
育
委
員
会

・
中
標
津

町
の
後
援
を
受

け
、
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年

は
美
瑛
町
白
金

温
泉

「国
立
大
雪
青
年
の
家
」
周
辺
に
お

い
て

開
催

の
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
講
習
会
を
通
じ
、
自
然
保
護
を
志
向
す

る
人

々
の
層

が
厚
く
な

っ
て
ゆ
く

こ
と
は
ま
こ
と
に

喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

自
然
観
察
会
は
、
昨
年
度

は
小
林
峠
～
八
垂

別

の
滝
、
石
狩
湾
新
港
、
お
よ
び
ウ
ト
ナ
イ
湖

の
三
回
行

い
ま
し
た
が
、
本
年
は
さ
ら
に
回
数

を
増
し
、
よ
り
多

く
の
方

々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

講
演
会

と
し
て
は
、
昨
年
は
総
会

の
折

に
、

北
大
パ
タ
ゴ

ニ
ア
遠
征
隊

の
小
山
、
島
津
氏
に

よ
る

「
パ
タ
ゴ

ニ
ア
の
自
然
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
芥
川
賞
受
賞
作
家

・
加
藤
幸
子
さ

ん

の
ご
講
演
を
六
月

に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
ご
都
合
に
よ
り
秋
以
降
に
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
そ

の
他
、
適
当
な
テ
ー

マ
で
講
演
会
を

開
催
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

協
会
独
自
の
調
査
事
業
に

つ
い
て
は
、
昨
年

度

は
予
算
は
計
上
し

て
あ
り
ま
し

た
が
、
実
行

し
え
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
り
ま
す
。
本
年

度

は
ぜ
ひ
実
行
し
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
特
別
事
業
と
し
て
、
北
海
道
よ
り
「
釧

路
湿
原
保
全
対
策
調
査
」、
環
境
庁
よ
り

「知
床

横
断
道
路
に
係
る
自
然
環
境
保
全
緊
急
対
策
調

査
」
、
そ

の
他
を
受
託
し
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
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前
者

は
釧
路
湿
原
の
重
要
性

に
鑑
み
そ
の
保
全

に
資
す
る
た
め
、
後
者
は
知
床
横
断
道
路

の
自

然
環
境

へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
行

わ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
環
境
庁
よ
り

「
釧
路
湿
原
保
全
対

策
緊
急

調
査
」

の
委
託
を
受
け
、
実
施

い
た
し

ま
す
が
、
こ
れ
は
将
来

の
国
立
公
園
設
定

へ
の

資
料
と
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
よ
り

「
第
3
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査

植
生
調
査
」

の
委
託
を
受
け
、
実
施

い
た
し
ま

す
。

さ
ら
に
道
南

七
飯
町
よ
り
横
津
岳
北
斜
面

の
ス
キ
i
場
開
発
計
画
に
対
す

る

「
横
津
岳
北

斜
面
状
況
調
査
」

の
委
託
を
受
け
、
調
査
を
開

始
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
雪
山
国
立
公
園

旭
岳
地
区

の
自
然
解
説
刊
行
物
、
及

び

「
北
海

道
自
然
保
護

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
(仮
称

)
の
製
作

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
協
会

の
事
務
局
長

の
交
代

に
つ
い
て

ご
報
告
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
法
人
化
以
来
、

事
務
局
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
た
進
藤

勉
氏

が

ご
病
気

の
た
め
昨
年
十
二
月
退
任
さ
れ
、
本
年

四
月
、
前
環
境
庁
技
官

・
片
岡
秀
郎
氏
を
新

た

に
局
長
と
し

て
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
機
会

に
多

年
本
協
会

の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ

っ
た
進
藤
氏

に
心
か
ら
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
片
岡
氏

の
活

躍
を
期
待
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

会
員

の
加
入
状
況
を
見
ま
す

と
、
本

日
の
理

事
会

で
法
人
会
員

一
名
、
個
人
会
貝
七
七
名

の

入
会

が
承
認
さ
れ
る
な
ど
、
会
貝

が
増
し

つ
つ

あ
る

こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し

い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
全
体

で
九
〇
〇
名
弱

で
あ
り
、
千
名

の
大
台
に
は
達

せ
ず
、

こ
れ
を

北
海
道

の
猟
友
会
員

一
万
七
千
名
に
比
す
る
と
、

ま

こ
と
に
少
数
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

会
を
さ
さ
え
、
そ
の
発
展
を
に
な
う

の
は
、

ま
さ

に
会
員

一
人
ひ
と
り

の
力

で
あ
り
ま
す
。

も
し
会
員
数
が
倍
増
す
れ
ば
、
そ

の
力
は
三
倍

に
も
四
倍
に
も
な

る
と
信
じ
ま
す
。

ど
う

か
会

員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ま
わ
り
の
親
し

い
人

々
の
中
か
ら
、

ひ
と
り
で
も
会
員
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
ご
尽
力
を
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
市
町
村
な
ど
の
自
治

体
に
も
団
体
会
貝
と
し
て
加
入
し
て

い
た
だ
け

る
よ
う
お
勧

め

い
た
だ
け
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸

い
で
あ
り
ま
す
。

お
互

い
に
力
を
合
わ
せ

つ
つ
美
し

い
北
海
道

の
自
然
を
守
り
、
あ
と
に
続
く
人

々
の
た
め

に

伝
え
て
行
き

た
い
も

の
と
念
願
し
て
、
私

の
ご

挨
拶
を
終
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

(会
長

)

総

会

行

事

総
会

の
あ
と
、
約

一
時
間
半
に
わ

た

っ
て
講

話
、
ス
ラ
イ
ド
、
映
画

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講

話
は
、
四
人

の
方

々
か
ら
ご
自
分
の
住
ん
で

い

ら

っ
し

ゃ
る
地
域
の
自
然

の
保
護

に
つ
い
て

の

お
話

で
、
ま
ず

米
坂
勝
康
氏
か
ら
は
藻
岩
山
を

守

る
会

の
設
立
の
経
過
と
活
動

の
状
況
に

つ
い

て
の
お
話
が
、
次

に
田
尻
聡
子
氏
か
ら
は
函
館

山

の
自
然

の
保
護

と
緑
化
整
備
十
ヵ
年
計

画
並

び
に
函
館
山
が

「
二

一
世
紀

に
残
し
た

い
日
本

の
自
然
百
選
」

に
え
ら
ば
れ
た

こ
と
に

つ
い
て

の
お
話
が
、
そ
し
て
紺
谷
友
昭
氏
か
ら
は

一
部

ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
札
幌
市
近
郊
の
山
に
お

け
る
採
石
と
、
そ
れ
に
伴
う
森
林
の
そ
う
失

の

現
状
並
び
に
そ

の
保
全
問
題

に
つ
い
て
の
お
話

が
、
最
後

に
午
来

昌
氏
か
ら
は
知
床

の
自
然

の
保
護
と
百
平
方
米
運
動
並
び
に
地
域

の
個
性

に
即
し
た
開
発
の
あ

り
方

に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

次
の
ス
ラ
イ
ド

「チ

ュ
ニ
ジ
ア

の
自
然
と
人
」
は
、
八
木
健
三
氏

に
よ
る
も

の

で
、
氏
が
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
チ

ュ
ニ
ジ
ア

の

遺

跡
、
風
景
、
風
俗

の
写
真
を
中
心

に
チ

ュ
ニ

ジ
ア
の
歴
史
や
自
然
な

ど
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ

り
ま
し
た
。

映
画

「北
海
道
の
湿
原
」
は
、

湿
原

の
四
季

の
姿

の
紹
介
を
中
心
に
北
海
道

の

湿
原
に
つ
い
て
解
説
し

た
も

の
で
、
約
三
〇
分

に
わ
た

っ
て
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
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さ
き
ご
ろ
四
月
十

一
日
～
十
五
日
北
ア
フ
リ

カ
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア

の
首
都
チ

ュ
ニ
ス
に

「
発
展

の
た
め
の
国
際
科
学
技
術
組
織
連
盟

(
C
I
S

T
O
D
)
・王
催

の
相
互
依
存
と
独
立
独
行
会
議
」

と
い
う
た

い
へ
ん
長

い
名
称

の
国
際
会
議

が
開

催
さ
れ
、
私
は
日
本
学
術
会
議
よ
り

の
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は

一
言
に
し

て
言
え
ば
、
「
発
展
途
上
国

の
発
展

の
た
め
に
、

科
学
技
術

は
ど
ん
な
役
割
を
果
し
う
る
か
」
と

い
う
テ
ー

マ
を
、
各
国
か
ら
の
科
学
者
や
技
術

者
が
討
論
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
り
ま
し
て
、

四
年
前
ウ
イ
ー

ン
で
行
わ
れ
た

「
発
展
の
た
め

の
科
学
技
術
国
連
会
議
」

の
N
G
O

(
民
間
団

体

)
版
と
も

い
え
る
会
議

で
あ
り
ま
す
。
そ

の

具
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
別

に
述

べ
る
こ
と

と
し
て
、
本

日
は
チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
自
然
を
中
心

に
お
話
し
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

チ

ュ
ニ
ジ
ア
は
北
ア
フ
リ
カ
の
地
中

海
沿
岸

の
国
で
、
面
積
は

一
六
万
平
方
キ

ロ

(
日
本

の

四
三
%
)
で
す
が
、人

口
は
僅
か
六
二
〇
万

で
、

そ
の
中

一
〇
〇
万
以
上
が
チ

ュ
ニ
ス
に
集
ま

っ

て
い
ま
す
。
人
種
的
に
は
八
○
%
が
ア
ラ
ブ
族

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
公
用
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語

で
す
。

か

つ
て
フ
ラ

ン
ス
の
保
護
領
で
あ

っ
た

た
め
フ
ラ
ン
ス
語
も
か
な
り
用

い
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
英
語
は
あ
ま
り
通
用
し
ま
せ
ん
。

チ

ュ
ニ
ジ
ア
は
ア
フ
リ

カ
と
は

い
う
も

の
の

地
中
海
に
面
す
る
た
め
、
気
候
は
北
半

は
地
中

海
型
で
、
平
均
気

温
は
冬
十

一
度
、
夏

二
七
度

と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ

に
反
し
、
ア
ト
ラ

ス
山
脈

に
よ
り
距
て
ら
れ
た

南
部
の
サ

ハ
ラ
砂
漠

は
き
び
し

い
砂
漠
型
気
候

で
、
広
大
な
砂
漠

が
広
が

っ
て

い
ま
す
。

チ

ュ
ニ
ジ
ア
の
歴
史
を
見
ま
す

と
、
西
暦
紀

元
前
九
世
紀
ご
ろ
レ
バ
ノ

ン
の
フ

ェ
ニ
キ
ア
人

た
ち
が
地
中
海
を
横
断
し
て
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア

の

北
部
に
カ
ル
タ
ゴ

(
フ

ェ
ニ
キ
ア
語

で

"
新
し

い
都
"
)を
建
設
し

た
の
が
最
初

で
、
そ
れ
か
ら
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数
百
年
間
大

い
に
栄
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
紀

元
前
三
世
紀
ご
ろ
に
な
る
と

ロ
ー

マ
人
が
侵
略

を
始
め
、
紀
元
前
二
九
年

に
は
カ

ル
タ
ゴ
を
占

領
し

て
、

ロ
ー

マ
帝
国

の

一
部
と
し
て
隆
盛
を

き
わ
め
ま
し
た
。
し
か
し
次
第
に
ア
ラ
ビ
ア
人

の
勢
力
が
強
く
な
り
、
六
九
八
年
に
は

つ
い
に

カ
ル
タ
ゴ
を
占
領
し
、
こ
れ
以
後
千
年
近
く
チ

ュ
ニ
ジ
ア
を
統
治
し
ま
し

た
。
そ

の
後
ト

ル
コ

の
侵
入
、
フ
ラ

ン
ス
の
保
護
領

の
時
代
を
経
て
、

一
九
三
四
年
若
冠
三

一
才

の
ア
ラ
ビ
ア
人
、

ハ

ビ
ブ

・
ブ
ル
ギ

バ
の
率

い
る
民
族
独
立
運
動

が

始
ま
り
、
一
九
五
五
年

つ
い
に
独
立
を
獲
得
し
、

ブ

ル
ギ
バ
は
初
代
大
統
領

に
選
ば
れ
、
八
十
才

の
今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
。
チ

ュ
ニ
ス
の
中
心

の
公
園
に
は
ブ

ル
ギ
バ
大
統
領
の
馬
上

の
銅
像

が
そ
び
え
、
そ

の
下
か
ら
ブ

ル
ギ
バ
大
通
り
が

始
ま

っ
て
い
ま
す
。

私
の
訪
れ
た
四
月
は
ち
ょ
う

ど
札
幌

の
五
月

と

い
っ
た
さ
わ
や
か
な
気
候
で
、
ヤ
シ
の
並
ん

だ
大
通
り

に
は
植
込
ま
れ
た
色
と
り
ど
り

の
草

花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
が
、
チ

ュ
ニ
ス
を
離
れ

て
北
の
カ
ル
タ
ゴ
の
方

に
行
き
ま
す

と
、
黄
色

の
デ
ー
ジ
ー

の
よ
う
な
花
、真
紅
な

ヒ
ナ
ゲ
シ
、

う
す
紫
色

の
ヒ
ル
ガ
オ
、
そ

の
他

、
私
に
は
名

前
の
わ
か
ら
な

い
花
が
野
原

一
面
に
咲
き
乱
れ
、

そ
の
中

に
古

い
ロ
ー

マ
の
遺
跡
が
.残

っ
て
い
る

の
は
ま
こ
と
に
美
事
な
光
景
で
し
た
。
ま
た
黄

色

の
玉

の
よ
う
な
ミ
モ
ザ
が
方

々
に
咲
き
乱
れ

て

い
る
の
も
印
象
的

で
し
た
。

ち
ょ
う

ど
地
中

海
型
植
物

の
開
花
期
に
あ
た

っ
て

い
た
よ
う

で

す
。
植
物

の
知
識

の
乏
し

い
の
が
悔

や
ま
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

カ

ル
タ
ゴ
と
反
対
に
南

の
カ
イ

ル
ア

ン
は
ア

ラ
ビ
ア
の
回
教
文
化
の
中
心
地

で
、
立
派
な
回

教
寺
院

(
モ
ス
ク
)
が
い
く

つ
も
あ
り
、
美
事

な
モ
ザ
イ
ク
模
様

の
壁
面
が
目
を

ひ
き
ま
す
。

こ
の
辺
り
に
は

ユ
ー
カ
リ

の
並
木

が
方

々
で
見

ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
仏
領
時
代

に
オ
:
ス
ト

ラ
リ
ア
か
ら
移
植

し
た
も

の
だ
そ
う

で
、
気
候

が
あ

っ
て
い
る
ら
し
く
、
た

い
へ
ん
立
派
に
成

長
し
て
い
ま
す
。

私
は
サ

ハ
ラ
地
域
ま

で
は
行
け
ま

せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
カ
イ

ル
ア
ン
地
方
で
も
、
木

々
の

な

い
広

い
草
原
が
展
開
し
、

一
部

で
は
塩
湖
な

ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
チ

ュ
ニ
ジ
ア
人

の
説
明

で
は
、
こ
れ
ら

の
地
域

で
も
オ
リ
ー
ブ
や
リ

ュ

ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
な
ど
を
盛

ん
に
植
林
し

て
緑
化
を

進
め
、
土
壌
保
全
を
図

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

ま
た
オ
レ
ン
ジ
の
栽
培
も
盛

ん
で
、
道

路
わ
き
の
売
店

で
飲
ん
だ
オ
レ
ン
ジ

・
ジ

ュ
ー

ス
の
甘
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

ラ
ク
ダ
は

一
瘤

の
種
類

で
、
目
か
く
し
さ
れ

て
バ
ト
ウ
カ
と
呼

ぶ
車
を
ま
わ
し
て
井
戸

か
ら

水
を
汲
み
上
げ

た
り
、
観
光
客
を
乗

せ
た
り
し

て
い
ま
す

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
ラ
ク
ダ

の

牧
場
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
数
十
頭

の
ラ
ク
ダ

が

悠

々
と
草
を
喰

み
、
そ
の
ま
わ
り
を
仔
ラ
ク
ダ

が
ま

つ
わ
り

つ
い
て
い
る
の
は
、

い
か
に
も
ア

フ
リ
カ
ら
し

い
光
景

で
す
。

し
か
し
そ
れ
に
も
増
し
て
、
深

い
印
象
を
受

け

た
の
は
、
チ

ュ
ニ
ス
の
海

で
し
た
。

土
地

の

人
々
が

"
双
子
山

"
と
呼

ぶ
双
峰

の
山
を
バ

ッ

ク
に
限
り
な
く

明
る

い
エ
メ
ラ

ル
ド

・
ブ
ル
ー

の
海
が
ひ
ろ
が
る
の
を
、
濃
緑

の
オ
リ
ー
ブ

の

林
を
通
し
て
眺
め
て
い
る
と
、

「
な
ん
と
美

し

い
地
中
海
だ
ろ
う
…
…
」
と
思
わ
ず
感
嘆
さ
せ

ら
れ
た
も

の
で
し
た
。

故

・
前
田
光
子
夫
人
を
偲
ぶ

井
手

責
夫

昭
和
三
十
九
年

の
十
二
月
に
、
約
半
歳
の
準

備
を
要
し
た
北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
再
誕
生

を
し
て
、
と
も

か
く
よ
う
や
く
軌
道

に
乗

っ
て

く

る
と
私
は
函
館
や
釧
路
に
有
力
な
協
力
者
を

得

て
、
次
第
に
全
北
海
道

に
そ
の
運
動
を
拡
げ

て
行
き
た

い
と
思

っ
て
い
た
。

そ
し

て
、
か
ね

て
か
ら
阿
寒
湖
周
辺
の
自
然
保
護
に
熱
心
な
前

田
光
子
夫
人
を

一
度

お
訪
ね
し
て

い
ろ
い
ろ
お

話

も
伺

い
、
ま
た
協
会

に
も
ご
助
力
を
得
た

い

と
考
え

て
い
た

の
で
、
正
確
な
時
期
は
覚
え
て

い
な

い
が
、
そ

の
後
二
、
三
年
し
て
、
初
春

に

釧
路

へ
行

っ
た

つ
い
で
に
阿
寒
湖
畔
に
前

田
夫

人
を
お
訪

ね
し
た
。

そ
の
立
派
な
お
宅
に
招
じ
ら
れ
て
、
初

め
て

お
会

い
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
打
ち

と

け
て

一
時
間
以
上
も

い
ろ

い
ろ
と
お
話
を
伺

っ

た
。

細
か
い
こ
と
は
覚
え
て

い
な

い
が
、
そ
の

と
き
夫
人
か
ら
女

一
人
で
そ
の
広
大
な
財
産
を

守
る

こ
と
の
苦
労
を
聞
か
さ
れ
た

こ
と
が
記
憶

に
残

っ
て

い
る
。
女
と
侮
ど

っ
て
、

い
ろ

い
ろ

の
人
が
夫
人
が
大
切
に
護

っ
て
い
る
森
林
の
伐

採
を
さ
ま
ざ
ま
な

口
実
を
設
け

て
要
請
し
て
く

る
の
で
、
そ
の
真
偽
を
確
か
め
る
の
に
大
変
苦

労
す
る
と

い
う

こ
と
を
嘆

い
て
お
ら
れ
た
。

ま

た
、
官
庁
と

い
う
も

の
は
そ
の
責
任
者
が
二
、

三
年
で
変

っ
て
し
ま
う

の
で
、
前

の
責
任
者

が

約
束
し
た
こ
と
が
次

の
責

任
者

に
よ

っ
て
簡
単

に
反
故
に
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
も
非
常
な
憤

り
を
述

べ
て
お
ら
れ
た
。

話

の
つ
い
で
に
、

「
暫
ら
く
前

に
、

『
阿
寒

湖
畔

に
冬
も
観
光
客
を
誘
致
す

る
た
め
に
は
、

ス
キ
i
場
が
ぜ
ひ
必
要

で
、
し
か
も
、
そ

の
場

所
が
阿
寒
湖
を
見
渡

せ
る
絶
好
の
場
所
だ
か
ら

ぜ
ひ
…
』
と

い
わ
れ
て
、
森
林
を
伐
採
し
て

ス

キ
i
場
を
作

っ
た
が

一
向
利
用
さ
れ
て
い
な

い

よ
う

だ
」
と

い
う

こ
と
を

い
わ
れ
た
の
で
、
「
そ

れ
で
は
私
が
見
て
来

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と

い

っ
て
、
早
速

ス
キ
ー
を
借
り

て
、

一
人
の
男

に

案
内
さ
せ
て
登

っ
て
み
た
。
そ

の
ス
キ
ー
場

の

一
番
上
の
小
さ
な
丘
の
頂
ま

で
行

っ
て
み
た
が
、

そ

こ
で
行
き
ど
ま
り
で
、
そ

こ
か
ら
奥

へ
は
ス

キ
ー
で
は
行
き
よ
う

が
な

い
。
眺
め
は

一
応
小

高

い
丘
の
上
な

の
で
、
湖
が
半
分
ほ
ど
見
え
は

す
る
が
、
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
切
り
わ
け

は
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
と
し
て
も
不
充
分
で
、
子

供

で
も
遊
ぶ
場
所
と
し
て
は
適
当
か
も
知
れ
な

い
が
、
と
り
立

て
て
い
う

こ
と
も
な

い
。
帰

っ

て
そ
の
こ
と
を
報
告
す
る
と
、

「
い
ま
ま
で

こ

の
ス
キ
ー
場
の
こ
と
は
多

く
の
人
に
話
を
し
た

が
、
実
際
に
登

っ
て
視
察
し
た
の
は
先
生
が
初

め
て
だ
」
と

い
う

こ
と
で
、
私
は
大
変
信
頼
を

得

た
よ
う
で
あ

っ
た
。

湖
畔
の
森
林

の
景
観
の

上
で
、
私
が
夫
人

に
い
っ
た
た
だ

一
つ
の
こ
と

は
、
ち
ょ
う

ど
阿
寒
湖
畔
の
対
岸

の
右
手
に
見

え
る
高
圧
線
の
切
り
わ
け
で
あ

っ
た
。

「
あ
れ

は
階
し

い
こ
と
を
し
ま
し
た
ね
」
と

い
っ
た
ら
、

夫
人
は
び
っ
く
り
し

て
、

「
で
も

、
町

の
電
気

の
た
め
で
す
か
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え

ら
れ
た
。
昔
は
送
電
線
な
ど
敷
設
す

る
の
に
特
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別

の
法
が
あ

っ
て
、
ど
ん
な
場
所

で
も
真

っ
直

ぐ

に
は
り
め
ぐ
ら
す

こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
あ

る
。
そ

の
責
任
者
だ

っ
た
人
か
ら
、

「あ

と
で

考
え
る
と
若
気

の
至
り
だ

っ
た
が
、
真

っ
直
ぐ

に
通
す

こ
と
が
面
白
く
て
随
分
強
権
を
ふ
り
ま

わ
し
た
も
の
だ
」
と

い
う

こ
と
を
聞

い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
今

日
の
電
力
会
社
だ

っ
た
ら
、
お

そ
ら
く
も

っ
と
目
立
た
な

い
方
法
が

い
く
ら
も

講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ

の
後
、
釧
路
や
網
走
方
面

へ
行
く
た
び
に

阿
寒
湖
畔
に
寄

っ
て
、
二
、
三
度
お
目
に
か
か

っ
た
が
、
そ
の
た
び
に
心
か
ら

の
お
も
て
な
し

に
あ
ず

か

っ
た
。
ま
た
、
お
目
に
か
か
る
ゆ
と

り

の
な

い
時
は
必
ず
電
話

で
ご
健
康

の
こ
と
な

ど
お
見
舞
を
し
た
。

私
は
た

い
て
い
自
然
保
護

の
問
題
で
視
察
や

会
議
な
ど
に
行
く

こ
と
が
多
か

っ
た

の
で
、
そ

の
土
地
の
新
聞
か
テ
レ
ビ
に
私

の
こ
と
が
何

か

出
て

い
た
ら
し
く
、

「
い
つ
も
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
ご
動
静

は
よ
く
存
じ

て
い
ま
す

」
と

い
っ
て

下
さ

っ
た
。
晩
年
、
健
康
を
害
さ
れ
て
入
院
さ

れ
た
り
、

お
体
具
合

が
す
ぐ
れ
な
か

っ
た
り
だ

っ
た
の
で
、

い
つ
も
電
話
で
お
見
舞

を
申
し
あ

げ

る
だ
け

で
、

つ
い
に
こ
の
数
年

お
目

に
か
か

り
得
な
か

っ
た
こ
と
は
、
か
え
す

が
え
す
も
残

念

で
あ
る
。

夫
人
が
私

の
要
請

に
こ
た
え

て
、

最
初
に
お
目
に
か
か

っ
て
以
来
今

日
ま

で
、
北

海
道
自
然
保
護
協
会
に
か
わ
ら
ぬ
多
額

の
援
助

を
し
て
下
さ

っ
た

こ
と
を
、
最
後

に
心
か
ら
御

礼
を
申
し
あ
げ
た

い
。

本

当
に
惜
し

い
方
を
な
く
し
た
。
ま
た
、
私

と
し
て
も

一
人

の
心
の
知
人
を
失

っ
た
悲
し
み

を
こ
め
て
こ
の

一
文
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。

(
一
九
八
三

・
六

・
十

一
)

日
本
学
術
会
議

「
国
民
信
託
制
度

」

に

つ
い
て
申
し
入
れ

八

木

健

三

日
本
学
術
会
議
は
早
く

か
ら
わ
が
国

の
自
然

を
保
護
し
、
文
化
財
を
守

る
こ
と
に

つ
い
て
関

心
を
払

い
、
多
く

の
勧
告
を
行

っ
て
き
た
。

と

く
に
最
近
に
お
け
る
日
本
経
済

の
「高
度
成
長
」

に
伴

い
、
無
計
画
な
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
や

文
化
財

の
破
壊
も
進
行
し
て

い
る

が
、
そ
の
対

策

の

一
つ
と
し

て
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
活
動
し

て
い
る

「史
的
名
勝

・
自
然
的
景
勝
の
た
め
の

ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ト
ラ

ス
ト
」

の
ご
と
き
機
能
を

有
す
る

「国
民
信
託
制
度
」
を
推
進
し
た

い
と

い
う
気

運
が
、
次
第
に
わ
が
国
に
お

い
て
も
高

ま

っ
て
き
て
い
る
。
学
術
会
議
は

,申
の
よ
う
な

事
情
を
ふ
ま
え
、
去
る
五
月

の
総

会
に
お

い
て

こ
の
制
度

の
実
現
推
進

に
つ
い
て
、
政
府

が
格

段
の
努
力
を
払
う

よ
う

「
自
然
お
よ
び
文
化
財

◆
原

稿

募

集

会
員

の
皆

さ
ん

の
原
稿
を

お
寄
せ
下

さ

い
。
皆

さ
ん
の
身
近
な
自
然

の
歳
時

記
や
感
想
文
、
自
然
観
察
録
、
当
協
会

に
対
す

る
意
見

で
も
結
構

で
す
。
原
稿

は
八
○
○
字
前
後

で
お
願

い
し
ま
す
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
も
大
歓
迎

で
す
。
沢

山

の
原
稿
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
を

お
待

ち
し
て

い
ま
す
。

保
護

の
た
め

の
国
民
信
託
制
度

の
実
現

に
つ
い

て
L
な

る
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。

こ
の
申
し
入
れ
に
お

い
て
つ
ぎ

の
諸
点

に
留

意
す

べ
き

こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

ω
民
間

の
創
意

工
夫
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る

べ
き

で
、
行
政
・王
導
型

に
な
る
べ
き

で
は
な

い
。

の
既
存

の
法
律

を
可
能
な
限
り
活
用
す

べ
き

で
あ

る
が
、
必
要
に
応
じ
新
し

い
法
的
措
置
を

考
慮
し
弾
力
的
に
運
用
す

る
。

㈹
所
管
省
庁
間

の
摩
擦
を
な
く
し
、
縦
割
り

行
政

の
欠
点
を
避
け
る
。

ω
地
元
住
民

の
生
活
や
資
産

の
所
有
者

に
不

利
益
を
も
た
ら
さ
ぬ
よ
う
留
意
す
る
。

斜
里
町

の

「
知
床

一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
運

動
」

は
、

こ
の
国
民
信
託
制
度

の

一
つ
の
具
体

的

な
現

れ

で
あ

り
、

多
大

の
関
心
を
惹
き
、

か
な
り

の
成
功
を
収
め

つ
つ
あ
る
。

こ
の
学
術

会
議

の
申
し
入
れ
に
対
し

て
、
政
府
が
積
極
的

に
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
自
然
お
よ

び
文
化

財

の
保
護
が
さ
ら
に
前
進
す
る

こ
と
を
期
待
し

た
い
。

●
本
協
会
入
会
の
お
す
す
め

前
述

の
会
長
挨
拶

に
も
述

べ
ら
れ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
本
協
会

で
は
目
下
会
貝
増
加

に
努

め
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
方

々
も
お
近
く

の
親

し
い
方
に
ご
入
会

を
呼

び
か
け
て

い
た
だ
く
よ

う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
入
会

さ
れ
た
方
に
は
、
昨
年
度
分

の
会
誌

「
北
海
道

の
自
然
」
第
二
二
号

「湿
原

特
集
」
も
差
し
あ
げ
、
本
年
度
分

の
第
二
十
三

号

「野
生
動
物
特
集
」

目
下
編
集
中

と
合
せ
て
会
誌
二
部

を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
大
勢

の
方

々
が
ご
入
会
下
さ
る

よ
う

お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

白
神
山
系

の
ブ
ナ
原
生
林

を
二
十

一
世
紀

へ

『ブ

ナ
原
生
林
保
護
基
金

』

に
ご
協
力
を
!

(財

)
日
本
自
然
保
護
協
会

で
は
、
白
神
山
系

の
ブ
ナ
原
生
林

の
保
護
運
動
を
中
心
と
し
て
、

今
後
、
全
国
各
地

の
ブ
ナ
原
生
林

の
調
査

、
保

護

の
た
め
に
活
動
資
金
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
ブ
ナ
原
生
林
保
護

の
た
め
に
、
皆
様

の
指
定
寄
付

に
よ
る
ご
助
力

を
お
願

い
申
し
あ

げ
ま
す
。
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